
 

令和７年度 事業計画（案）について 

新委員会制度による事業（案）（総務委員会、技術委員会、企画・広報委員会） 

 

Ⅰ 会議関係 

 

  1. 通常総会  ：  毎年５月に１回（基本的に２０日前後の火曜日）、その他必要がある場合に開催 

  2. 理事会    ：  年２回（４月、１０月の基本的に第三水曜日）、その他必要がある場合に開催 

  3. 業務執行理事会  ８月を除く（必要な場合は開催）毎月第三水曜日を基本として開催 

    ・ 令和７‐８年度新役員体制による“地調協の次の５０年”に向けた新たな活動の具体的構築 

    ・ 6 月「くらしと測量・地図」展、９月「地図展２０２５さいたま」における展示・広報活動等 

・ 『地図ジャーナル』の発行、「地図ジャーナル Online」のより一層の充実化を図る 

・ 全国の“児童生徒の地図作品展示”後援など対外的行事の積極的な協力体制を構築 

    ・ その他 

 

Ⅱ 事業実施計画概要 

“地図”を基調とした情報の提供に捉われず広く会員社に利活用可能な情報の提供を考慮していきます。 

 

  1. 地調協としての事業（順不同） 

    ・ 以下に示すワークショップ、セミナーなどの開催を予定（次頁表参照） 

    ・ 各地の地図展、及び、会員社独自が開催する地図展・イベント等への積極的な協力 

    ・ 機関誌『地図ジャーナル』の発行と「地図ジャーナル Online」への多彩な情報公開 

    ・ 地調協ホームページ、“地調協広報メール”を通して地図関係等の情報提供、各種広報活動の実施 

    ・ 学校教育の一環としての地図の普及・啓発活動を目的とした情報提供・出前授業の実施 

 

 2. 対外的事業・委員会への取組（順不同） 

   ・ 国土地理院 測量行政懇談会 ： 委員として参画 

   ・ 国土地理院 広報推進協議会 ： 協議会メンバー、ワーキングメンバーとして参画 

   ・ 国土地理院 関東地方測量部「測量の日」東京地区実行委員会 ：  

委員として参画し「くらしと測量・地図」展に会員社と共に出展 

   ・ 国土地理院からの要請に基づく諸活動の積極的な対応 

   ・ 全国児童生徒地図作品展連絡協議会 ： 特別会員として地図表現を利用した社会教育の一環として 

      各地で開催されている「児童生徒の地図作品展」に対し地図教育の一層の向上を目指す支援事業と

してこれを後援し表彰状（地調協会長賞）の贈呈を実施する 

・ 地図展推進協議会 「地図展」 ： 主催団体の一員として参画、及び、地図展示、広報活動等 

・ （公社）日本測量協会 「測量の日」実行委員会・幹事会 ： 委員・幹事として参画 

・ （公社）日本測量協会関東支部『支部報』総務・広報部会員として“本の紹介”欄へ投稿 

   ・ 測量系ＣＰＤ協議会構成団体の一つとして委員会活動等に参画 

   ・ （一財）建設物価調査会、及び、（一財）経済調査会等へ地図調製に関する情報・資料の提供 

   ・ 他 

 

Ⅲ 委員会別事業計画 

 

“地調協の次の５０年”に向けて、初年度は令和７年度予算案（収入額）に見合う立ち位置で各種事業・行

事を計画しています。 



  令和７年度 地調協事業計画案一覧表 

 

中心的委員会  事  業  名 開催予定月 

総   務  社員基礎力向上研修会 ６月、１０月、１月 

技   術 

QGIS 技術研修会 ７月、９月、１１月 

動画 技術研修会 ７月、９月、１１月 

点群 技術研修会 ７月、９月、１１月 

企画・広報  会員商品サービス試用・評価会 ６月、９月 

総務、企画・広報  ワークショップ １月 

 

・ 「くらしと測量・地図」展（ＪＲ新宿駅西口イベント広場） 令和７年６月４日（水）‐６日（金） 

    例年通り、会員社の特徴ある地図・グッズ展示、発行書籍類、製図器具展示・実演、毎年恒例の“地図 

カレンダー”の配布。また、本年は“ミニ講演会”会場設置予定のディスプレイを利用して会員社製作動画、 

広報動画などの放映も予定 

 

・ 「地図展２０２５さいたま」（レイボックホール（市民会館おおみや）） 令和７年９月２７日（土）‐１０月５日（日） 

  地調協も“地図展推進協議会”の一組織として地図展を主催するため“地調協ブース”の設置を計画 

 

・ 「児童生徒の地図作品展示」 ： より一層今年も後援し表彰状（地調協会長賞）を贈呈 

 

・ 会員社調製地図カレンダーの配布 ： 今年も事務室周辺地域の教育機関へ配布を予定 

 

・ 機関誌『地図ジャーナル』No.１９２ ： 令和８年１月発行を予定 

  「地図ジャーナル Online」（地調協ホームページ上に入口）による多彩な情報発信を予定 

 

・ 「地調協 広報メール」 ： 事務室が国土地理院、会員社、地調協関係団体からの情報の転送と、事務室 

自らが検索した主に地図関係情報、広く会員社に有効と思われる情報の発信手段です。 

以 上 

 

 

  



（委員会制度の改編について） 

 

＊ 令和６年度 業務執行理事会での審議を経て令和７年４月１６日（水）に開催された第３２回理事会におい

て“地調協委員会設置規程”が改定されましたので、ここで主たる内容をご報告いたします。 

 

旧 ： ２委員会３部会（企画委員研究・教育部会、同事業部会、総務委員会経営部会、同広報部会） 

新 ： ３委員会へ改編（総務委員会、技術委員会、企画・広報委員会） 

     総務、及び技術委員会には副委員長を１名ずつ配置し、企画・広報には企画と広報にそれぞれ１名の 

副委員長を配置する。 

 

各委員会の役割 

 

総務委員会 ： 目的：事務局の補佐 

組織運営全般補佐、規程などの更新・整備を担当 

年度予算・決算案の原案策定 

        会員情報の集約、ナレッジ化推進 

   法務・コンプライアンスの対応 

        セミナー・ワークショップの開催及びイベント参加管理 

   （履歴一元化） 

             事業計画の実施に係る支援 

              構成 ： 業務執行理事（１～２名）、会員各社から（５～１０名）、 事務局長 

 

技術委員会 ： 目的：地図及びその他関連技術の研究開発と標準化を推進 

             技術基準・ガイドラインの策定 

             新技術の調査・情報共有 

             技術トレーニングプログラムの整備 

              構成 ： 会員会社の技術担当者（５～１０名） 

 

  企画・広報委員会 ： 目的：業界発展のためのイベント企画、教育普及活動を展開 

             セミナー・ワークショップの企画 

             広報活動（ｗeb、SNS、ニュースレター、地図ジャーナル等機関誌、他） 

                  教育プログラムの運営 

                   構成 ： 会員会社の広報・教育担当者、外部専門家（必要に応じて） 

 

付 則 

 

  令和７年４月１６日委員会組織・所管事業の変更による一部改訂 

  本規程は、令和７年６月１日から実施 

以 上 

 

 

 

 

 

 



 （参考資料） 

 

◇委員会活動について（部会刷新の背景） 

協会創立５０年の節目を迎え、協会の活動は、時代の変化や会員ニーズに対して十分に対応できている

のか、定款の目的に合致した有意義な部会活動が行われているのか、いま協会が会員に対して真に価値を

提供し、新たな会員を継続的に迎え入れ、持続可能な形で発展するためには、現在の地図産業界ニーズに

合わせた活動が求められ、会員のニーズに応え、協会の使命に即した形に部会を再構築することとしました。 

先ず、業務執行理事会で地図業界における価値創造を推進するために会員社の共創を重視した部会活

動の基本方針を定め。「目的」「活動方針」「対象」について示しました。 

１．部会活動の目的 

地図に関わる業界全体の発展と進化に対応し、新たな価値創造を推進する。 

２．部会活動方針 

「共創」を基本として、プロフェッショナル同士が連携し、新たな価値を創り出す。 

３．部会活動の対象 

会員企業共通の利益に資する課題および会員企業独自の商品とサービス 

◇ビジョンと目標 

“５０周年記念宣言”と部会活動基本方針のもと、新たな部会活動の具体的な目標とアクションプランを策定

するため４部会合同会を年度内に３回開催した。今年度は部会毎の事業計画に縛られることなく、合同部会

で担当わけを行い実施事業に取り組むこととした。 

実施事業は『地図ジャーナル』の発行（経年変化をテーマに１月発行）と会員社のサービスや事業、製品紹

介のイベント開催を年度内に実施することを目指した。 

イベントの目的は「人的交流の推進」「協会（会員企業）のナレッジ化」「会員事業＆サービスの相互利用等

での拡販効果」とし、成果を実感できるものにする。 

開催方式は、全体イベント（年１～２回）加えて、テーマ別の小イベントを毎月開催するほか、地方会員へ

の情報共有、情報提供なども積極的に行い、協会員の関係を密にすることとした。 

以下のようなアイディア・意見がだされた 

１）『地図ジャーナル』について 

・定期イベント（各社の発表）を年１回取り纏め「報告書」としてはどうか 

２）イベント開催について 

・会員を対象に会場参加とｗeb 参加も可能とした短時間のイベントが良い 

・複数開催では日時を決め同じ時間帯（場所、Web）で作業（分担）を行う 

３）『地図ジャーナル』とイベント共通テーマ 

・市場に溢れている「アプリ」「サービス」「データ」などのレビュー企画 

・社内現場レポート 

・イベント後にアンケートを実施し次回以降のテーマを募る 

・業界理解を深めるための相関図やカオスマップ 

・会員社を軸とした企業（現場）訪問 

合同部会での検討結果は業務執行理事会に報告して、新年度の部会活動の具体的な目標とアクション

プランの策定に反映するものとした。 

 

 


